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実験を可能にした。邑j頼等は， Ar イオンレーザ一線 (5145Å ， 4880Å そして4765Å) を使って，キャ








ン相互作用については， Random Phase Approximation に対応する高次グリーン関数の切断がなされた。





























出発し ， 2 時間グリーン関数の方法によって，電子一フォノン結合系の励起スベクトルを計算する。
さらに，入射レーザ一光が結晶表面の近くで強く減衰することも考慮に入れて，ラマン散乱のスペク
トルが計算された。結果は，ランダウ減衰領域でも上記結合モードが素励起として観測されることを
示し，計算されたスペクトルの形は実験とよく一致している。また積分散乱効率のキャリアー濃度依
存性および入射光の波長に対する依存性も実験結果をよく説明する。さらに温度効果やキャリアーの
密度のゆらぎによる散乱機構も検討し，今後の実験に対して示唆を与えている。
本研究に用いられた理論的手法は，それぞれのステップに於ては既に知られているものであるが，
本論文は ιGaAs のような極性半導体の理論的取扱いとして，実験条件を考慮に入れて実験事実と比
較し得る一貫した理論を作り上げたものとしては最初のものであり，実験事実の解釈を確立したもの
として高く評価することができる。今後の研究に資するところも大であるので，理学博士の学位論文
として十分価値あるものと認める。
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